
ｂ 重点的に取り組む地域課題（地域第一係）

(a) 推進計画

課題名 環境と経営の見直しによる地域振興作物の安定生産

対象地域 新ひだか町静内東別３農事組合地域（12戸）

主な活動目標 ①土壌の環境改善による作物の安定生産

②担い手の経営管理能力向上

Ｒ３ ・土壌の環境改善による作物の安定生産(R2現状→R3目標→R3実績)

活 (計画) (透排水性改善農業者 ０戸 → １戸 → 戸)

動

年 ・担い手の経営管理能力の向上

次 (作業記録簿記帳農業者 ０戸 → ２戸 → 戸)

Ｒ４ ・土壌の環境改善による作物の安定生産

(計画) ・担い手の経営管理能力の向上

Ｒ５ ・土壌の環境改善による作物の安定生産

(計画) ・担い手の経営管理能力の向上

Ｒ６ ・土壌の環境改善による作物の安定生産

(計画) ・担い手の経営管理能力の向上

Ｒ７ ・土壌の環境改善による作物の安定生産

(計画) ・担い手の経営管理能力の向上



(b)実践計画

課題番号 １ 活動期間 令和３～令和７年度 担当係 地域第一係

課題名 環境と経営の見直しによる地域振興作物の安定生産

ｷｬｯﾁﾌﾚｰｽﾞ 土を育て 人を育て すすめる新ひだか町の農業

対象地域 新ひだか町静内東別３農事組合地域（12戸）

担当者 伊藤係長 千田主査 小林専主 連携機関 新ひだか町

山本普指 渋谷主査 森 次長 ＪＡしずない

ＪＡみついし

担い手育成支援協議会

関連事業

対象の経営形態

重 ・農家戸数 12戸、うち野菜 10戸、花き 1戸、花き＋和牛1戸

点 ・施設6.5㏊、牧草13.9ha

対

象 (1) 重点対象地域では、地域振興作物である、園芸作物（ミニトマト、花き）、和牛

の の生産を行っており、特に耕種経営ではミニトマト生産が盛んである。

状 (2) 新規参入者（６名）、若手経営者（１名）や後継者（１名）は園芸作物を中心に

況 経営を開始し地域に定着している。

(3) 令和２年までの活動で、ほ場の透排水性が作物の生育に影響があることが理解さ

れ土壌物理性改善への意識が高まってきている。

(4) 地域の担い手からは所得率向上に向けて、経営状態をより把握したいとの声も多

くある。

最終年度 対象地区農業所得額、令和２年比100％以上確保

到達目標

具体的推進事項 普及対象 担当者 連携機関

・目標事項（開始年→現況→本年度目標）

土壌の環境改善による作物の安定生産 伊藤係長 新ひだか町

園芸作物栽培農 千田主査 ＪＡしずない

・透排水性改善実施農業者 業者 小林専主 ＪＡみついし

( ０戸→ ０戸→ １戸) （12戸） 山本普指 担い手育成

渋谷主査 支援協議会

森 次長

担い手の経営管理能力の向上

若手農業者及び

・作業記録簿記帳農業者 新規参入者

( ０戸→ ０戸→ ２戸) （7戸）



具体的推進事項 土壌の環境改善による作物の安定生産

普

及

活

動

の

経

路

図 具体的推進事項 担い手の経営管理能力の向上

活動内容・方法

４～６月 ７～９月 １０～１２月 １～３月

・土壌の環境改善による作物の安定生産

懇

砕土性の把握 現地研修会 談

会

開

生育及び管理状況の確認と栽培支援 収穫実績の解析 催

・担い手の経営管理能力の向上

懇

作業野帳への記帳確認と支援 談

会

開

収穫実績等の解析 催

現地研修会

担
い
手
の
経
営
管

理
能
力
の
向
上

作型毎の作業記録簿の記帳

作型毎の生産コストの把握 資材の効率的利用 経
営
の
安
定
化作型毎の課題明確化 収量・品質の向上

所
得
の
向
上

土
壌
の
環
境
改

善
に
よ
る
作
物

の
安
定
生
産

透排水性改善実施

根圏域が確保

病害の減少

生育が良好

防除回数の減少

収量安定・向上

コスト低減


